
１．件 名：水の放射線分解の G値に係る電力共同研究の実施状況に係る面談 

２．日 時：令和３年１２月２２日 １５時００分～１６時１０分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｄ会議室 

４．出席者 

  原子力規制庁： 

   新基準適合性審査チーム 

齋藤企画調査官、角谷管理官補佐、宮本管理官補佐、義崎管理官補佐、

岡本上席安全審査官、小林主任安全審査官、建部主任安全審査官、皆川

主任安全審査官、照井安全審査官、大野安全審査専門職、中村原子力規

制専門員 

 

事業者： 

東京電力ホールディングス株式会社  

原子力設備管理部 原子炉安全技術グループ マネージャー 他４名 

 

５．要旨 

（１）東京電力ホールディングス株式会社から、水の放射線分解の G値に係る

電力共同研究の実施状況について、資料に基づき説明があった。 

（２）原子力規制庁から、今後も継続的に検討を実施するとのことであり、必

要に応じて情報提供するよう伝達した。 

（３）東京電力ホールディングス株式会社から、了解した旨の回答があった。 

 

なお、本面談については、事業者から対面での面談開催の希望があったため、

「緊急事態宣言解除を踏まえた原子力規制委員会の対応」（令和３年１０月６日 

第３６回原子力規制委員会 資料１）を踏まえ、対面で実施した。 

 

６．その他 

提出資料 

・水の放射線分解の G値に係る電力共同研究の実施状況について 


